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イン (FD) タイプのメソフェーズピッチを生成することを示すとともに，レジン Aの炭化過程の反応機構を明ら
かにしている。また，炭化反応で生成する低分子量成分が溶媒の働きをすることによってピッチ分子が配列(積層)
しやすくなることを指摘し，アサパスカおよびコールドレイクレジン Aの炭化特性の違いを明らかにしている。
(3) SRC のレジン BおよびC の炭化特性が水素化前処理によって効果的に改善され，光学的異方性を示すことを明
らかにしている。この水素化前処理の主な効果はヘテロ原子の除去であり，特に炭化反応系の流動性を低下させる
OH基などの極性基の除去が炭化特性の改善にとって重要である事を見い出している。
(4) ピッチのモデル化合物として 2--3環の芳香族炭化水素化合物を常圧下で炭化させるためメチレン架橋する方法
を考案している。これらオリゴ、マーの反応機構を検討した結果，炭化反応過程で縮合芳香環を形成し光学的異方性
のメソフェーズピッチを生成するか否かは原料ピッチの分子構造によって決まること，およびメチレン架橋やアル
キル置換基の反応が縮合芳香環の拡大にとって重要であることを明らかにしている。
(5) メソフェーズ球晶が直流電場内でアノード、側へ移動する性質があることを明らかにしている。これは，球晶が極
と赤道で分極した構造を持っているためであると推定している D
以上のように，本論文は原料ピッチの分子構造および置換基の違いがその炭化特性におよぼす影響を明らかにし，さ
まざまな前処理によってピッチの炭化特性が効果的に改善できることを明られにしており，これらの成果は炭素材料化
学および有機工業化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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